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第三次北谷町男女共同参画推進計画推進状況報告書について 

 

 

 「第三次北谷町男女共同参画推進計画」は、男女共同参画社会基本法第１４条第３項及び

北谷町男女共同参画推進条例第１３条に位置づけられた計画です。 

 この計画は、北谷町において全ての人が社会の対等な構成員として、自らの意思によって

社会のあらゆる活動に参画する機会が確保され、もって全ての人が均等に政治的、社会的及

び文化的利益を享受することができ、かつ共に責任を担うべき「男女共同参画社会」の実現

を目指すことを目的として策定しました。 

 ８項目の基本理念に基づき、基本目標５項目、主要目標１０項目、施策３３項目及び具体

的施策６７項目に取り組むこととし、計画期間は令和４年度から令和１３年度までの１０

年間となっています。 

 本書は、北谷町男女共同参画推進条例第１９条及び北谷町男女共同参画推進計画の公表

に関する要項（令和６年６月１１日町長決裁）に基づき、令和５年度における実施状況を基

本目標５項目毎にまとめ、北谷町男女共同参画会議の意見を付して報告します。 
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基本目標１

計画の実施状況

主要目標３　政策・方針決定過程への女性の参画促進　～主な取り組み内容～

・審議会等委員への女性の登用状況について調査を行い（令和5年度登用率32.6％ 令和4年度
40.7％）、県内市町村における男女共同参画行政推進状況調査結果を男女共同参画情報誌
「ハーモニー」に掲載し、政策・方針決定における本町の男女共同参画の状況について情報を
発信した。女性人材バンクの利活用については、具体的な取り組みが不十分であった。【町長
室】

・女性職員を多様なポストに積極的に配置、登用するように努めた。管理職への登用や係長職
への配置も積極的に行った（令和5年度係長職以上女性職員の割合41％）。【総務課】

今後の取り組みについて

　町民や職員への男女共同参画についての周知啓発は今後も継続して行うとともに、審議会委
員等への女性の登用について積極的に促進していく必要がある。また、男女共同参画女性人材
バンクの利活用についても、継続して検討を行う。
　まちづくり、地域づくりにおける男女共同参画は進んできており、引き続き工夫しながら取
り組む。

・男女共同参画推進月間（6月）の取り組みとして、パネル展（役場内及びオンライン）や、男
女共同参画標語コンクールを実施し、周知・啓発を行った。また、固定的性別役割分担意識の
見直しについては、男女共同参画推進事業として「ジェンダーもやもやワークショップ」を開
催し、意識の啓発に努めた。【町長室】

・北谷町更生保護女性会や食生活改善推進員の活動の充実に向けて、補助金を交付するととも
に、社会を明るくする運動や親子クッキング等のイベント、事業等について、協力しながら活
動を支援した。【福祉課、保健衛生課】

・子どもの居場所連絡会運営事業を社会福祉協議会に委託し、自治会やボランティア団体、Ｎ
ＰＯなどの支援団体への支援を行い、居場所づくりや寄付の受け入れ、機能強化や地域社会と
のつながりを促進した。【子ども家庭課】

・生活支援体制整備事業では、行政区ごとの地域プランを各区と協働で策定し、地域独自の活
動を支援した。【福祉課】

・各自治会へ公民館活性化事業補助金を交付し、各公民館のイベント（公民館まつり、区民運
動会等）の支援した。【社会教育課】

・自治会加入促進の取り組みとして、転入世帯等へ自治会活動についてのパンフレットや啓発
物を配布した。【基地・安全対策課】

・災害時の避難所においては、女性専用の物干し場や更衣室、授乳室を設置し、生理用品及び
女性用下着は女性職員で配布する等の配慮をしている。また、粉ミルクや生理用品等といった
年齢や性別を考慮した備蓄品を購入した。【基地・安全対策課】

主要目標２　地域における男女共同参画の推進　～主な取り組み内容～

主要目標１　北谷町男女共同参画の周知・啓発　～主な取り組み内容～

　　　（第１号様式）

　　　　　　　　　　　令和５年度第三次北谷町男女共同参画推進計画推進状況

基本目標１ 全ての人が支えあい築く住みよいまちづくり

　一人ひとりの町民が男女共同参画を理解し、町、町民、地域、職場、学校などが、それぞれ
の役割を果たしていくとともに、社会における女性の活躍を推進するため、政策・方針決定過
程や各種審議会における女性の参画により、多様な考え方を取り入れたまちづくりや地域づく
りを図ります。（関連11施策と16項目の具体的取組）
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基本目標２

計画の実施状況

　　　（第１号様式）

　　　　　　　　　　　令和５年度第三次北谷町男女共同参画推進計画推進状況

基本目標２ 互いに認め合い高めあう男女共同参画意識の形成

　一人ひとりが「個人」として尊重され、個人の能力と意欲を安心して発揮することは、全て
の人が支えあい築く豊かな社会の実現に不可欠です。そのためには、全ての人が認め合い、高
め合う環境づくりが必要であり、男女共同参画やジェンダ－、人権尊重、性の多様性への理解
について、子どもの頃からの意識醸成のため、家庭や教育現場での学習、啓発を推進します。
また、DVや性犯罪・性暴力、ハラスメントなど、あらゆる暴力の根絶・早期対応を行う体制づ
くりを行います。（関連６施策と１９項目の具体的取組）

主要目標４　次代を担う子どもたちへの積極的な意識啓発　～主な取り組み内容～

・小学校３年生から中学校３年生の全児童生徒に「Ｑ-Ｕ(楽しい学校生活を送るためのアン
ケート)」を年２回実施し、児童生徒一人ひとりが学校や学級が居心地のよい場所になっている
かどうかを確認するとともに、必要に応じて手立てを講じた。【学校教育課】

・自他の違いを理解し、認め合える児童生徒の育成を目標に、男女分け隔てなく接すること
や、人種や容姿による差別やいじめの未然防止のための人権教育を行った。また、各学校にお
いて毎月「人権の日」を設定し、自他の人権を守ろうとする意識・意欲・態度の育成に向け、
その日だけでなく、日頃から人権に関する取り組みや指導を実施することを教職員に心がけさ
せた。　【学校教育課】

・妊娠届出時に、男女が家事や育児の分担について、具体的に計画立てるパンフレットを配布
するとともに、両親学級や育児学級において、家事や育児は全ての人が支え合いながら、役割
を担うことが重要であると伝えた。【保健衛生課】

主要目標５　人権の尊重と多様性の理解(ＤＶ防止法に基づく施策含む)～主な取り組み内容～

・ＤＶ相談支援に係る庁内関係課の情報交換会議を開催し、各課におけるＤＶ相談の現状や課
題を整理するとともに相談員配置に向けて検討を行った。また、弁護士による女性法律相談
（無料）を実施(相談件数：5件うちＤＶ相談：3件)し、併せて性の多様性に関する相談会も実
施した（相談件数1件)。【町長室】

・11月に「女性に対する暴力をなくす運動」についてのパネル展を開催し、ＤＶや性暴力、ハ
ラスメント等の暴力を予防するための啓発を行うとともに、年間を通じてトイレにＤＶや性被
害に関する相談窓口カードを設置し周知をした。【町長室】

・ＤＶ等被害者の申出及び当該申出に係る他機関からの意見を踏まえ、町要綱に基づく住民票
等の発行抑止を行うなど被害者保護を徹底することができた。【住民課】

・町民からＤＶ相談を受けた際には、沖縄県配偶者暴力支援センター等の関係機関を案内した
り、ＤＶ以外の複合的な課題を考慮しながら個別に対応した。【子ども家庭課、福祉課】

　人権の尊重や多様性の理解について、子どもたちや教職員への意識啓発を学校や地域が積極
的に取り組んでおり、今後も継続して推進する。
　庁内におけるＤＶの相談支援体制は、令和6年度より相談員が配置されるため、町民が安心し
て相談できるよう、迅速な支援につながるよう、関係課や関係機関との連携を強化する。

今後の取り組みについて
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基本目標３

主要目標６　仕事と生活の調和の推進（女性活躍推進法に基づく施策）～主な取り組み内容～

　家庭生活や職場における男女共同参画を進め、また全ての人が仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）を実現していけるように、女性の社会への参画とともに、男性の家事・育
児への参画、職場の理解・環境改善を促していきます。また、女性の経済的な自立や男性の家
庭生活での自立支援を推進します。（関連８施策と１７項目の具体的取組）

・沖縄県主催のキャリアアップセミナー「女性のライフステージに合わせた社会保障」の開催
に協力し、女性のキャリアプランやライフプランを考える際に役立つ知識を深める機会を創出
した。【経済振興課】

・子どもが産まれる予定の職員に対し、産前休暇を取得する女性職員向けの｢妊娠・出産パンフ
レット｣、男性職員向け「育児のためのハンドブック｣を配布した。(男性職員の育休取得者4
人。50％)。【総務課】

・男性のスキルアップを目指し、生涯学習プラザや地区公民館（謝苅区、砂辺区）において、
男性向け料理教室を開催した（参加人数：生涯学習プラザ延べ11人、地区公民館延べ15人)。
【社会教育課、生涯学習プラザ】

・女性の活躍を積極的に推進している企業として、明治安田沖縄営業所を取材した。女性社員
の声や、育児・介護との両立に優しい各種制度等について、男女共同参画情報誌「ハーモ
ニー」に掲載し、町民への意識啓発の一助となるよう工夫した。【町長室】

・高齢者の自立支援を目指す取り組みとして、地区公民館（６か所）においてスマートフォン
講座（参加者延べ147人）や、生涯学習プラザにおいて終活準備講座（参加者数13人）を実施し
た。【社会教育課、生涯学習プラザ】

・沖縄県主催つながりサポート事業（トータルビューティー＆生活支援相談会）や沖縄県就
職・生活支援パーソナルサポートセンター主催の「暮らし・お仕事何でも相談会」への協力を
とおして、各福祉分野の制度について周知を図るとともに、必要な方を支援につなげることが
できた【福祉課】

・年金制度や国民健康保険制度の仕組み、ひとり親家庭への各種支援や臨時交付金等につい
て、各種広報媒体を利用し周知に努めるとともに、個々に必要な情報を提供した。
【住民課、保健衛生課、子ども家庭課】

今後の取り組みについて

　
　各種イベントや講座等の開催により、男性の家事分野等におけるスキルアップや高齢者を含
む全ての人の自立支援に向けた取り組みが積極的に行われているので、今後も継続していく。
　各種社会保険制度等の周知も各課において工夫して行っており、今後も必要な方に早めに適
切に情報提供できるよう、周知に努める。
　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現やポジティブアクション（事業者に
おける管理的地位への女性の登用促進）の啓発についても、工夫しながら取り組む。
　

主要目標７　全ての人の自立に向けた支援　～主な取り組み内容～

計画の実施状況

　　　（第１号様式）

　　　　　　　　　　　令和５年度第三次北谷町男女共同参画推進計画推進状況

基本目標３ 全ての人の仕事と生活の両立支援
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基本目標４

　　　（第１号様式）

　　　　　　　　　　　令和５年度第三次北谷町男女共同参画推進計画推進状況

基本目標４ 全ての人の健康づくりの充実と福祉の向上

・町立保育所において医療的ケア児の受け入れに向けた取り組みを行い、令和6年度実施に向け
て体制を整えた。また、発達の気になる子どもの増加に伴い、小規模保育所や広域での入所、
認可外保育所においても特別な支援を受けられるよう整備をした(令和6年度より実施)。
【子ども家庭課】

・ひとり親世帯等に対して、町営住宅入居の際、抽選番号を２つ付与する優遇措置を実施し
た。【都市計画課】

・幼児教育と小学校教育の円滑な接続をするための会議や研修会を行った。また、言葉に不便
を感じる児童生徒の支援として、日本語指導教諭や日本語指導支援員を配置し、一人ひとりの
習得レベルに応じた指導をした。【学校教育課】

主要目標９　多様な視点での福祉の充実　～主な取り組み内容～

　全ての人が健やかな人生を送るためには、適切な生活習慣を身に付け、介護予防にもつなが
る健康づくりや健康管理をはじめ、高齢者や障がい者等を社会全体で支えていくための福祉の
充実が求められます。また、女性は女性特有の疾患があるほか、妊娠・出産とそれに伴う母子
の健康保持も必要ですが、女性のみならず、男性の疾病等にも配慮が必要です。
　町民の健康づくりと、誰一人取り残さない社会づくりを進めるため、男女共同参画の視点
で、配慮しながら健康支援や福祉サービス等の提供を行います。
（関連7施策と13項目の具体的取組）

計画の実施状況

主要目標８　心身の健康づくり及び日常生活支援　～主な取り組み内容～

・介護予防事業を実施し、男性113人、女性511人が参加した。さらに、男性の参加促進を図る
ための取り組みとして、保健相談センターや老人福祉センターにおいて、男性貯筋クラブを実
施した（参加者55人）。【福祉課】

・町民運動会（参加者約1,500人）や町民トリムマラソン（参加者329人）を実施するととも
に、地区公民館（７か所）において健康づくり講座を開催（参加者延べ445人）し、スポーツ・
レクリエーションの機会を創出することができた。【社会教育課】

・特定検診の受診率向上のため、広報強化や個別受診勧奨通知を実施し、保健指導等の健康支
援を行った。妊産婦の健康支援については、妊娠届時にアンケートや保健師等との面談を実
施、ハイリスク妊婦の把握及び支援に努めた。さらに、伴走型相談支援を開始し、母子の健康
や産後の子育てに向けた支援を行った。出産後は全数母子の状況を確認し、妊娠時から出産
後、子育てまで切れ目ない支援を行い、新生児訪問及びこんにちは赤ちゃん事業を実施（235世
帯）するとともに、育児学級参加者(33組)へ家族計画等に関する情報提供をした。【保健衛生
課】

今後の取り組みについて

　全ての人の健康管理、健康支援、介護予防の推進に係る各種事業に積極的に取り組んでお
り、今後も継続する。また、妊娠時から出産後等の女性特有の健康支援も工夫して行うことが
できており、今後も充実に努める。
　子どもや児童生徒に係る支援体制も充実してきているため、誰一人取り残さない社会づくり
のための、多様な視点での福祉の充実に向けた各種取り組みを継続する。
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基本目標５

　全ての人が安心して日常生活を過ごし、そして男女共同参画を進めていく上では、平和が全
ての出発点であります。過去の戦争について、沖縄で起こったことをジェンダーの視点で分析
し、同じことが二度と起こらないようにする必要があります。平和行政を推進しながら、人権
や男女共同参画が成り立つ社会を作っていけるように推進します。
　また、国籍を含む様々なバックグラウンドの人々との交流等を通じて、相互理解と国際感覚
を養うことは、国際化にふさわしいまちづくりを進める上で重要となります。
　国際交流を通じた相互理解を促し、国際化にふさわしいまちづくりをめざします。
(関連１施策と２項目の具体的取組）

・平和学習派遣事業として、広島長崎の被爆地へ生徒を派遣（12人）し、平和推進に関する人
材育成を行うとともに、イベントの開催やＷＥＢ配信、パンフレット配布を通して、北谷町民
平和の日や平和の尊さを伝える等、平和推進事業を実施した。
　また、外務省主催の人材育成プログラム（TOFUプログラム）に協力し、国際理解と国際感覚
を持った人材育成に努めた（町出身参加者2人）。さらに、日米の子どもたちの交流事業として
「北谷フォトスカベンジャーハント」を実施し、町内の児童生徒と米軍基地内の生徒がともに
活動することで、異文化理解を深めることができた（参加者日米合わせて30人）。【町長室】

・各学校において、平和月間等を設定し、戦争に関する資料展示や平和に関する特設授業等を
実施するとともに、町慰霊祭への児童生徒代表参列及び、平和学習派遣事業へ代表中学生を派
遣した。また、夏季休業期間中には、小学校2校の教職員向けの平和学習研修を実施した。
　さらに、中学生英国派遣相互交流事業を実施し、7月は英国中学生のホームステイ受け入れ、
11月に中学生8人を英国へ派遣した。
　小学校2校においては、オンライン国際交流を2回実施した。【学校教育課】

・ハワイ短期留学派遣事業を実施した。中学生及び高校生15人が参加し、ハワイでの様々な研
修や交流等をとおして、国際性豊かな人材育成を図ることに寄与した。【社会教育課】

　
　平和教育及び平和推進事業については、現在の取り組みを拡充させる具体的な内容を検討す
るとともに、戦争や紛争の際の女性や子どもなどを取り巻く状況や、ジェンダーの視点を取り
入れた事業を検討する。
　また、国際交流や国際理解についても、各事業の充実を図るとともに、今後も男女共同参画
に関する国際社会の動向に理解と関心を深めつつ、国際交流の機会や異文化理解を深める場の
創出を行う。

　　　（第１号様式）

　　　　　　　　　　　令和５年度第三次北谷町男女共同参画推進計画推進状況

基本目標５ 平和行政及び国際交流・国際理解の推進

今後の取り組みについて

計画の実施状況

主要目標１０　平和なまちづくり及び国際交流の推進　～主な取り組み内容～
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令和５年度第三次北谷町男女共同参画推進計画推進状況 

【北谷町男女共同参画会議からの意見】 

  

・災害時の避難所における女性や子どもへの配慮については評価できるが、今後はトランスジェン

ダーの方や同性カップルの方々等への配慮についても検討してほしい。 

 

・女性人材バンクの利活用について、具体的な取り組みが不十分とあるので、女性が少ない審議会

へ声かけをする等、小さなことからでもよいので少しずつ取り組んでいってほしい。また、女性が

いない審議会や少ない審議会等がどのくらいあるのかを見える化してほしい。 

 

・女性相談や性の多様化に関する相談については実施しているが、男性相談の開催についても検討

してほしい。また、その際は相談しやすい時間帯に開催する等、開催日時の工夫が必要。 

 

・毎年 11 月の「女性に対する暴力をなくす運動」期間について。男性から女性への暴力だけでな

く、女性から男性への暴力や同性パートナー同士の暴力のケースもある。女性に限定するのではな

く、パートナーからの暴力の予防や啓発という考え方をしたほうがいい。さらに、DV 被害者は女

性だけとは限らないため、男性も相談しやすいよう相談窓口の周知等に努めてほしい。 

 

・地区公民館や生涯学習プラザの取り組みである、男性向けの料理講座の回数をもっと増やした方

がいい。一度だけではなく、何度か経験して上手くなっていくと、男性も料理などの家事を互いに

協力してやっていこうという気持ちが育つのではないか。 

 

・町営団地の入居に係る優遇措置については、本当に困っている人が優先的に入居できるようにし

てほしい。同時に住居に困っている方や低所得の方でも住みやすい北谷町になるよう、住居確保に

係る何らかの施策を検討してほしい。 

 

・国際交流事業について、北谷町では中学生英国派遣相互交流事業やハワイ短期留学派遣事業等、

様々な国際交流事業が行われているが、その際にジェンダーの視点を取り入れた交流をしてほし

い。交流先の国々における、女性の政治家の人数やその取り組み内容や女性の働き方について等の

テーマが少しでもあるといい。交流先の国々のジェンダー平等についての取り組みは、確実に日本

よりは進んでいると考えられるため、ぜひ学習してほしい。 
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◇男女共同参画社会基本法（抄） 

 

（地方公共団体の責務） 

第九条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、男女共同参画社会の形成の促進に関し、国の施策に準じ

た施策及びその他のその地方公共団体の区域の特性に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

 

（都道府県男女共同参画計画等） 

第十四条 都道府県は、男女共同参画基本計画を勘案して、当該都道府県の区域における男女共同参画

社会の形成の促進に関する施策についての基本的な計画（以下「都道府県男女共同参画計画」とい

う。）を定めなければならない。 

２ 都道府県男女共同参画計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

一 都道府県の区域において総合的かつ長期的に講ずべき男女共同参画社会の形成の促進に関する施

策の大綱 

二 前号に掲げるもののほか、都道府県の区域における男女共同参画社会の形成の促進に関する施策

を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 

３ 市町村は、男女共同参画基本計画及び都道府県男女共同参画計画を勘案して、当該市町村の区域に

おける男女共同参画社会の形成の促進に関する施策についての基本的な計画（以下「市町村男女共同

参画計画」という。）を定めるように努めなければならない。 

 

 

◇北谷町男女共同参画推進条例（抜粋） 

 

(男女共同参画推進計画) 

第 13 条 町長は、男女共同参画社会の推進に関する施策についての男女共同参画推進計画を策定し

なければならない。 

2  町長は、男女共同参画推進計画を策定するに当たっては、あらかじめ町民等の意見を反映する

ことができるよう必要な措置を講じなければならない。 

3  町長は、男女共同参画推進計画を策定するに当たっては、あらかじめ第 23 条に規定する北谷町

男女共同参画会議(以下「参画会議」という。)の意見を聴かなければならない。 

4  町長は、男女共同参画推進計画を策定したときは、速やかにこれを公表しなければならない。 

5  前 3項の規定は、男女共同参画推進計画の変更について準用する。 

6  町長は、男女共同参画推進計画の実効性を高めるため、推進状況を把握し、及び分析して方策

を講ずるものとする。 

 

(実施状況の公表) 

第19条 町長は、男女共同参画の推進に関する施策の実施状況について、公表しなければならない。 


